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光学酸素センサーの色素プローブとしては白金やパラジウムポルフィリン，ルテニムポリピリジ錯体が主に

用いられてきた．しかしながらこれらの分子と温度プローブ分子とを複合化した場合，白金やパラジウムポルフ

ィリン，ルテニムポリピリジル錯体の持つ500～600nm の吸収帯と温度プローブ分子の発光が干渉する問題点

があった．そこで，本研究では，従来の色素分子に替わるイリジウム錯体Tris(2-phenylpyridine anion) 

iridium(III) complex ([Ir(ppy)3]) （図1）をベースとした緑色蛍光分子を用いた光学的酸素センシング特性につい

て報告する．[Ir(ppy)3]をフッ素系ポリマー膜内に固定化し，酸素濃度を変化させながら発光スペクトルを測定し

た結果を図2に示す．酸素濃度の増加とともに緑色発光強度が減少していることから，光学的酸素センサープ

ローブとして有用であることが示唆された．[Ir(ppy)3]の発光極大である514nmの強度と酸素濃度をプロットした

結果を図3に示す．酸素濃度の増加とともに緑色発光強度が減少した．さらにStern-Volmer解析をした結果を

図4に示す．プロットは良い直線性を示し，Stern-Volmer係数は15.3%-1であった． 
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図 1．イリジウム錯体の化学構造 

 

図 2．イリジウム錯体を固定したフッ素ポリマー膜の

蛍光スペクトル変化 
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図 3．酸素濃度変化に対するイリジウム錯体固定薄

膜の 514nm の発光強度変化． 

図 4．イリジウム錯体固定薄膜の酸素濃度変化に対

する Stern-Volmer プロット 


